
本園園庭の梅の木が開花しました 

                 

 

 

 

                                                 

 

                                   

                     

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                                                                        

令和７年２月１日 

社会福祉法人藤花学園 北野保育園 

        つかう責任 

園長  田中 裕 

 昨秋、有徳高校の生徒会に協力して子ども服の古着を

保護者の皆さんから寄附していただき、1,000枚以上の

服が外国に送られました。また、当園で行っているフー

ドドライブが北野小学校の児童会でも実施され、大山の 

文化会館で行われた「板橋区子どもの居場所フォーラム

2025」に北野小の代表委員会の子どもたちも参加して、

食品の贈呈式が行われました。区長や教育長から「今後、

板橋の小学校で広がるといいですね」という言葉をいた

だいたそうです。 

 ＳＤＧｓの１つに「つくる責任 つかう責任」という

項目があります。リサイクル、リユースは、いろいろな

ところで目にするようになりましたが、実は昔の日本は

もっと徹底していました。 

それは今年の大河ドラマの舞台になっている江戸の

町です。今のように環境問題があったのではなく、物が

不足してあらゆる物を資源として活用しなければなら

なかったからだそうです。江戸に暮らす人は「もったい

ない」をモットーにして着る物は、みな古着。繰り返し

修繕した服がぼろぼろになると今度は古着屋がパーツ

に分けて端切れをまた売り、奥さんが家族の服の修繕に

使用。当時の庶民の女性は針仕事が必須だったとか。 

また、衣類だけでなく、穴のあいた釜は鋳掛屋が直し、

破れた傘は浪人が張り替える、燃料で使った木材や藁は

灰になっても肥料や染料に使用する。こういった循環型

の社会だったそうです。紙も貴重で紙くずを古紙問屋が

買い取って別の業者が再生紙にするなど、日本のものづ

くりの原点はこういうところにあるのかもしれません。

私が子どもの頃の昭和 40 年代まではこういう循環はあ

ったように記憶していますが、いつからか使い捨ての文

化に変わってしまいました。今一度、循環型社会を見直

す時代になってきていると感じます。「もったいない」

の精神を大事にしたいですね。 

2 月 4 日（火） 

5 日（水） 

 

6 日（木） 

 

 

10 日（月） 

12 日（水） 

13 日（木） 

15 日（土） 

18 日（火） 

21 日（金） 

22 日（土） 

25 日（火） 

 

園 だ よ り  ４ 月 

 

体育指導 3∼5歳児/COT4･5歳児 

誕生会 

身体測定 本園 1歳児・2歳児 

避難訓練 

0歳児健診 

身体測定 分園 0･1歳児 

身体測定 5歳児 

身体測定 4歳児 

身体測定 3歳児 

発表会 

体育指導 3∼5歳児/COT4･5歳児 

JACOT指導 4･5歳児 

新入園児説明会、健診 

体育指導 3∼5歳児/COT4･5歳児 


